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基講式』が成立した 1235 － 1277 年までの間に重層的に成長して成ったものであろうとしている。また
遺戒文に章安灌頂の『観心論疏』、安然の『真言宗教時義』を出典とするところがあることを指摘し、台
密系の思想が流入していると論じている。こうした新たな発見と指摘は論者の優れた成果として高く評価
できる。
いっぽう『行基菩薩講式』は高野山金剛三昧院に所蔵される本を論者が見出し、これを翻刻紹介したこ
とによって学界の注目を集めたもので、論者はこれについても新たに有馬温泉薬師堂に一本が所蔵されて
いる可能性を指摘するとともに、金沢文庫の『諸経要文伽陀集』の中に『行基講式』の和歌伽陀五首が取
り込まれている事実から、本講式成立の下限を釼阿の『諸経要文伽陀集』書写の建治三年（1277）以前
だと限定している。これは行基の説話伝承を研究する上で画期的な業績として高く評価できる。
第三部では縁起絵巻等に描かれた行基像について考察している。はじめに十四世紀前半に家原寺で製作
された三幅の大型の『行基菩薩行状絵伝』が絵解きに用いられたものであろうとし、十八種の絵伝の存在
を紹介している。またこの絵伝に付随する絵詞を翻刻している。これによって行基信仰流伝の実態が明ら
かになってきた。また『東大寺縁起』『東大寺縁起絵巻』に行基が伊勢神宮、宇佐八幡宮に祈誓している
姿が描かれていることを指摘して、行基が両部神道思想の中に取り込まれて鼓吹されたとしている。また
高倉寺宝積院に伝わる絵巻には自院建立の場に墓地が描かれていることから、この絵巻は三昧聖たちの什
物で非公開のものだったろうとしている。縁起、絵巻という視覚媒体から行基伝承にアプローチしたのは
論者が最初に試みたもので、優れた独創的成果として評価できる。
第四部「日本図作成伝承と三昧開創伝承」では行基作といわれる日本地図は中世に神仏一体思想の伸展
に伴って日本の国土意識が高まる過程に作られたもので、民衆布教のため全国を巡行したという行基に付
会して創作したのであろうと推測している。また行基信仰集団が三昧聖と密接に結びついていることに注
目し、その淵源を『日本霊異記』にまで遡ってさぐり、帰化人の末裔とされる行基信仰集団が火葬の技術
を持っていて、それが行基信仰と三昧聖を結びつける要因になったのではないかと推測している。そして
最後に行基和讃を取り上げ、三昧聖玄悦によって板行された和讃は歌詞に講式、高倉寺の絵巻などと重な
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るところがみられるところから墓地管理を職掌とする行基集団の中で発生し流行したものではないかと推
測している。第四部の諸論は推論にとどまり実証のレベルに達していない点惜しまれるが、しかしこうし
たテーマを考察の対象として資料を集め、俎上に乗せたのは今までなかったことで、その点論者の業績と
認めることができる。
以上序章以下四部ごとに、本論文の評価を概括してきたが、改めて全体を俯瞰して総体的に評価してみ
ると、本論文は「伝承」という実態の把握しにくい対象に立ち向かうのに、在来の研究や資料を網羅的に
蒐集整理したことは勿論、新たに諸資料を発見、分析して、今まで知り得なかった新知見を少なからず斯
界に提供した、その点高く評価して我々は本論文を学位に相当するものと認定する。
